
ひまわりの種の取り方と とる時期の目安 

１．種まき 

２．追 肥 

＊追肥は花が咲いてから(または咲く直前)行ってください。 

 花が咲く前だと葉・茎に栄養を取られてしまい種に栄養が届きません。 

3. 種を採る時期 

ひまわりは花が枯れてから種が成熟し始めるので、 

立ち枯れの状で 1ヶ月ほど放置すると採種可能な 

時期になります。 

種が黄緑色から黒色になって、花が下を向いた立ち枯れ 

の状態まで乾燥させます。 

そして、種の硬さ(成熟度)を調べます。 

花冠の中心にある。種と外回りにある種を数個採種し、 

種の中心部を指で強く押してもびくともしないくらい 

硬かったら、種の実りは完成しています。 

あまり長く放置すると、スズメ等の鳥害・病気といったマイナス面 

が出ます。栄養豊富なひまわり種は鳥たちの大好物。大切に育てて 

いただいた種を鳥たちから守るには「防鳥ネット張り」「テグス張り」 

「不要になったCD の ぶら下げ」等が効果的です。    花 冠 

4. 種の収穫 

種の収穫は花冠をはさみ等で切り離します。 

花冠を、しっかり天日乾燥しましょう(3日～5日)。 

種についている花をとってから、種の収穫です。 

手でトウモロコシをとるよう種を取り外してください。 

ビニールシートなどを敷き、バケツなどの容器を用意します。 

その上に焼肉(魚)用の網などを乗せて、ひまわりの花を前後左右すると簡単に種がとれる・・・・・ 

という裏ワザもあります。 

収穫した種にまだ湿気が残っているかもしれないので、さらに数日間乾燥させてください。 


